
１．研究の背景と目的

都市公園は整備されただけではその機能を十分に果たすことが

できない。公園がその機能・効果を発揮するためには，公園管理

すなわち，「公園を構成する各種施設や構造物の物的条件を整え，

安全快適な状態に保ち，計画意図のとおり施設が運営されること

に加え，公園の存在効用を十全に発現し，利用者に喜ばれ，利用

者に主体的に活用されるように，空間の確保と機会の提供を持続

的，創造的に行うこと」が重要である 1)。国（国土交通省）が管

理する大規模な都市公園である国営公園では，公園管理を実践す

るための業務として，ハード面を管理する「維持管理」，情報提供・

行催事の実施等の利用者に関わる「運営管理」，行為の許可・使用

料徴収等の「法令管理」に区分されて実施されてきた。なかでも，

公園管理における情報提供に関する業務では，広報・広告（宣伝）

活動として実施され，公園の所在やアクセス，公園や公園施設の

利用日時・利用方法・利用料金等の基本情報，イベント開催・季

節の見所・開花情報等の利用のきっかけとなる情報，管理上のお

知らせなどの提供（発信）が行われてきた。

このような国営公園の管理運営においては，近年の公共施設全

般における予算の減少傾向の中で，効率的な維持管理と同時に，

入園料収入増加のため，従前より効率的・効果的な方法論を確立

することが求められている。なかでも広報・広告活動は，公園の

利用者数や売店等の売り上げ等の増加に寄与することや，利用者

やマスコミ等の関係者とのコミュニケーションに関わる点で重要

な管理業務であり，手法についての分析・考察が必要だと考えら

れる。しかし，これまで多くの研究実績がある博物館や美術館等

（以下「ミュージアム」という）の分野に比べ，都市公園の分野

では情報発信に関する研究がいくつか見られるものの，広報・広

告活動を課題とした研究はなかった。そこで，本研究は国営公園

における広報・広告活動の実態と課題を明らかにすることにより，

効果的・効率的な公園管理手法の確立に資することを目的とする。

２．研究の対象と方法

（１）研究の対象と用いた資料

本研究のために対象とした国営公園は，入園料を徴収する有料

の公園 12 箇所であり，以下各公園の名称を，滝野，みちのく，

常陸，武蔵，昭和，あづみの，越後，明石，備北，まんのう，海

中，吉野ヶ里と表記する。限定して扱った理由は，国営公園は開

園面積が大きく，かつ入園料に見合った高度な利用者サービスが

求められることから，一般の都市公園より多額の維持管理費が必

要であり，このため，維持管理費を少しでも軽減できるよう，入

園者数を増やし，入園料収入を増加させる必要があったためであ

る。また近年，利用者サービス向上や財政制約の観点から，地方

公共団体が管理する都市公園の多くで指定管理者制度が導入され

ており，利用者数の増加はアウトカム目標として重要となってい

る。このため，広報・広告活動における長年の実績がある国営公

園の事例を分析することにより，一般の都市公園においても参考

となる知見を得ることができると考えられる。なお，本論文内で

国営公園全体の傾向について触れている場合は，上記の 12 公園

に限定した上での論述である。研究に用いた資料は，都市公園及

びその他の分野における広報・広告を課題とする研究論文，国営

公園開設から平成21年まで12公園の管理を受託していた財団法

人公園緑地管理財団（以下「公園財団」という）が年間の国営公

園管理の実績をとりまとめた「国営公園管理の概要」（以下「管理

の概要」という）の統計資料，公園財団の職員が実務を通して得

た業務成果や改善提案をまとめて社内で発表した「技術研究発表

会」の報告書，国営公園の管理状況を記載した書籍・資料である。

（２）整理方法

他の分野における広報・広告活動や情報提供に関連する研究論

文や書籍等をもとに動向を把握し，国営公園を含む都市公園に共

通する課題を探る。次いで，国営公園における昭和 49 年度から

平成 21 年度までに実施された広報・広告活動を概観した上で，

全体が把握できる最新情報の平成19年度広報費，平成20年度印
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刷物の内訳，平成 21 年度時点における実施手法の内容，マスコ

ミ報道件数及びホームページアクセス（閲覧）件数を整理した。

また，広報と広告（宣伝）は異なる概念である 2) 3)が，国営公園

における業務では広報と広告が区別されていないため，本研究で

は業務の実態に即して「広報・広告活動」と表記することとし，

広報と広告の区別は，考察のなかで再整理して提示する。

３．既往研究から見た広報・広告活動に関する特性と課題

他の分野における広報・広告活動や情報提供に関する研究論文

や書籍等をもとに，広報・広告活動の動向を把握した後，国営公

園における広報・広告活動を概観した上で，近年の活動実績を整

理し，他の分野における広報・広告活動と比較した課題の抽出を

行った。

（１）分野別に見た広報・広告活動の現状

（ⅰ）企業

企業における広報活動に関しては，1995年に設立された日本広

報学会を中心に，用語の定義等の広報学に関する原論2) 3) 4) 5) 6)，

マーケティング等の企業活動における広報・コミュニケーション

のあり方 7) 8) ，効果測定 9) 10) 11) 12)等の研究が蓄積されている。企

業の目的は利益追求であるため，経済活動や経営の観点から広

報・コミュニケーションの効果等が追究されている。一方，広告

活動も定義や効果に関する研究 13)が見られるほか，1969 年に設

立された日本広告学会における研究が見られ，おもに公告を発信

する立場であるマスコミや代理店の観点による，宣伝媒体のあり

方，受け手への影響等を課題としていた。研究分野が広報と広告

に区分されているが，課題や成果では重複するところが多いほか，

広報と広告を混同している企業の実態も指摘2)されている。

（ⅱ）自治体

自治体の広報活動に関しては，研究として自治体における行政

広報の効果測定や評価機関設置に関する事例研究14)，新たな広報

活動の事例紹介 15)，今後の広報活動のあり方に関する座談会 16)

等が見られる。これらの研究や報告から，行政広報における効果

測定の必要性や，宣伝（広告）から総合的なコミュニケーション

へ指向していることが確認される。

（ⅲ）ミュージアム

ミュージアム分野は，ミュージアムの広報・広告活動の研究動

向を総括的に捉えた研究 17)，北海道開拓の村18)，琵琶湖博物館19) ，

福島県歴史資料館 20)，東京国立博物館21)等の各ミュージアムの広

報活動に基づく研究が見られる等，多くの実績が確認できる。特

に，伊藤の研究では，ミュージアムにおける広報と広告の区別，

広報活動効果の測定・評価における質的な調査方法の必要性，ク

チコミ情報の重要性が示されていた 17)。また，北村の研究では，

非営利組織としてのミュージアムのマーケティングの重要性，マ

ーケティングに基づく戦略的広報の必要性が指摘されていた 19)。

（ⅳ）公園

都市公園や自然公園の分野では情報発信に関する課題として扱

っており，インターネットを活用した情報発信22)，バリアフリー

情報の発信 23)，英国の双方向的情報提供・還元システムの紹介24)

等があった。国営公園では，昭和のみどりの文化ゾーンの情報発

信に関する報告 25)のほか，学術研究ではないが，公園財団で実施

された技術研究発表会での報告がある。平成6年度から開催され

た当発表会では，平成 23 年度までに全 1,324 件の発表があり，

そのうち広報・広告活動を取り扱った研究発表は，昭和における

広報活動全般 26)，海中におけるインターネットを活用した広報活

動 27)，常陸における大規模花修景イベントにおける広報効果の分

析 28)，滝野における広報効果の検証29)，昭和における植物開花の

情報提供 30)等，52 件であった。なかでも，滝野の研究では，平

成11から14年度において，利用者が情報を入手した媒体の中で，

1
プレゼン
テーション

ＰＲ対象にメッセージを伝える。

2 関心 ＰＲ対象が関心を払う。

3 理解
ＰＲ対象がメッセージを処理する（ターゲットは必ずしもメッ
セージを理解しない,または正確にあるいは意図されたよう
には理解しないが,一定の理解はする）。

4 受容
ＰＲ対象がメッセージを理解し,受け入れ,その結果,認知・
感情の状態に変化が起こる。

5 記憶
ＰＲ対象は一定期間メッセージを記憶する（しかし,メッセー
ジは,記憶されても,変更されることがありうるし,したがって
受け取られたときと同じではない）。

6 行動
ＰＲ対象が,コミュニケーター（メッセージを発した側）が望
んだ方法で行動する。

図－1 マクガイアの情報配信モデル 12)

「知人からの紹介」が15.6％でチラシやインターネットより高い

割合であることが示されていた29)。技術研究発表会で取り上げら

れた広報・広告活動の課題は，ミュージアム分野での研究と同様，

各公園での実践事例を基にした分析や考察のみであり，国営全体

や他の国営公園との比較による一般化の試みは見られなかった。

（２）広報・広告活動の特性

既往研究に基づき，広報・広告活動の特性について整理した。

（ⅰ）広報と広告の区分

既往研究によると，広報活動は「企業や組織が，その健全な存

続と発展を図る目的で，その置かれている環境との間で行う双方

向的なコミュニケーション 6)」であり，広告活動は「企業や組織

が，商品やサービスや企業や組織の活動を有料で（費用をかけて）

不特定多数の人に伝えるコミュニケーション 13)」である。一方，

「広告と広報の概念の違いは，専門家の間ではともかく，企業人

であるだけでは分からないかもしれない。3)」と指摘される等，

分野別にみた広報・広告活動に係る既往研究では，両者の混同や

誤解が指摘されている。その理由として，認知度を高める広報活

動が広告としての効果を持つなど両者の明確な機能区分があいま

いであること，公的セクター（ミュージアム等）においては予算

制約を背景に，本来「広報」に区分されるパブリシティ活動（マ

スコミ等への情報提供）に「広告」的な成果を期待していること，

実施する担当者が広報と広告の目的を区別していないこと，など

が挙げられている。

（ⅱ）効果測定・評価の困難さ

多くの企業では広報効果の測定が困難との認識を持っているこ

とや，ミュージアム分野では，数量的な測定を脱却するべきであ

ると指摘される等，企業，自治体，ミュージアムともに効果測定・

評価手法も模索段階であると推察される。広報効果を測定するた

めに，情報発信側における広報・広告活動の頻度及び報道件数や

ホームページのアクセス件数等の数量の多少が用いられることが

多いが，効果として期待する認知度の向上や利用者数の増加に反

映されるまで，一対一の因果関係が成立しないことが指摘されて

いる。なぜなら，われわれが情報を受け取り，保有し，それに対

して反応するに至るまでにいくつかの段階を経るためである。広

報に関する研究のなかでは，それらを説明する理論やモデルが数

多く提示されていた。例えば，マクガイアのモデル12)では，メッ

セージを伝える「プレゼンテーション」から始まり，「関心」「理

解」「受容」「記憶」を経て，発信者が望んだ行動方法で行動する

「行動」までの6段階があるとしている（図－1参照）。

４．国営公園の広報・広告活動の実態

（１）全体的な傾向

「管理の概要」に記載されている広報・広告活動を見ると，実
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パブリシティ活動 印刷物の作成と配布 有料広告 キャンペーン活動 ホームページでの情報受発信

滝野

道政・市政記者クラブへのイベントお
よび花情報のリリース（年間19回）。
各種マスメディア（新聞,テレビ,ラジ
オ,雑誌等）への情報提供。

「すずらんメール」を札幌市内および
近郊市町村の小学校・幼稚園の全児童
に年4回配布。花イベントのチラシを
作成,配布。「公園利用ガイド（春季/
冬季）」や「団体利用の手引き（春季
/冬季）」を制作し,17市町村の主要公
共機関や学校へ各年2回の配布。

不明 札幌の代表的な花イベントでのPRブー
ス出展。「さっぽろ雪まつり」との連
携による広報活動。地域の観光施設と
連携した札幌南シーニックバイウェイ
事業。札幌近郊花ネットワーク協議
会。定山渓温泉旅館組合との共通割引
クーポン事業。

「トピックス」において季節の花情報
やイベント情報,積雪・ゲレンデ情報
などを,タイムリーかつ詳細に情報発
信（年231回）。

みちのく

テレビ,ラジオ,新聞,雑誌等各社に季
節の見所や行催事案内等の情報提供。

｢花のフェスティバル」,「ポピーまつ
り」,｢コスモスまつり」のチラシ作
成。団体利用促進のための「利用手引
き」を作成し,仙台市内の小学校,幼稚
園,保育園へダイレクトメール。

情報誌とのタイアップ企画の推進。 不明 ホームページによる情報提供の実施。

常陸

「季節の花便り」を中心としたプレス
リリース（年間44件）。首都圏のマス
コミ約290社に対する資料送付。

イベント情報紙「そよかぜ通信」（年
4回季刊発行）を茨城県内の幼稚園・
保育園,小学校,観光施設,高速道路
サービスエリア等に配布。周辺市町村
の協力のもと各自治体広報誌への折込
みによる全戸配布。

地元ラジオ局の公園紹介番組におい
て,上半期の毎週土曜日に,本公園の情
報を公園スタッフの声で発信。

茨城県の広域観光宣伝事業の協賛や企
業協賛により,地域情報紙「ひたち花
海道」を作成し,首都圏を中心に新聞
折込を実施。

花の開花情報などをタイムリーかつ高
頻度で更新。

武蔵

記者クラブ,新聞社などへの訪問。 継続的に小学校へのダイレクトメー
ル。ヤマユリや夜間イベント「紅葉見
ナイト」のチラシを作成し,近隣施設
や鉄道会社と連携した広報活動。

東武東上線での車内広告。 関越自動車道SAでの情報紙配布。池袋
駅に情報コーナーを設置。

園内のお勧めコースの特集Webページ
を開設。デザインや表現が統一された
見やすいホームページ制作。

昭和

地元記者クラブへのイベント及び花情
報のリリース（年間33回,うち季節の
花だより情報15回）。地元報道機関,
近隣の市町村広報誌,雑誌,地域情報誌
などへ情報提供。

イベントのポスター・チラシを作成
し,園内・周辺自治体・商業施設・公
共交通機関・その他関係機関に配布。
プール広告用に新聞折込も実施。

不明 周辺自治体をはじめ,公共交通機関と
連携した情報発信。デパートやショッ
ピングモールにてPR。

ブログ形式の「最新情報ホームペー
ジ」を公開。駐車場や花情報など状況
変化の著しい情報を迅速に提供。メー
ルマガジンを月１回定例配信。

あづみの

地元記者クラブ（松本市・大町市）へ
のイベント・季節の草花情報のリリー
ス（年間51回　131件）。地元安曇野
市,大町市,松川村の広報誌への記事掲
載依頼。

イベントごとにチラシ作成を行い,県
内および3大都市圏を中心とした観光
施設や旅行会社,道の駅,小学校等への
DM発送を実施。

不明 大町市などの協力により,昭和記念公
園や新宿駅でキャンペーン活動。
高速サービスエリアへのチラシ設置や
高速道路会社との相互広報協力を実
施。関東・中京・関西の4大都市圏に
おける旅行会社等への直接訪問・営業
活動を実施。学習旅行誘致説明会や旅
行商品造成商談会参加。

ホームページによる情報提供の実施。

越後

各市町村等の広報誌へ花やイベント情
報の掲載依頼。草花の開花状況やイベ
ントの開催などの話題について,マス
コミへのリリース。

季節毎の大型イベントの開催にあたっ
ては,イベント毎にポスター･チラシを
制作し,新たに富山・石川・山形・福
島・長野・群馬・栃木の道の駅に対し
チラシ配布。｢団体利用のご案内｣を新
たに作成し,関東圏を中心とした旅行
エージェントに発送して,認知度向上
と旅行ツアー誘致。

周辺地域施設と連携してタブロイド紙
にイベント紹介広告。

県下や首都圏での雪割草や新潟県観光
キャンペーンにおいて,主催者と連携
して本公園のPRを行った。

イベント・花・ゲレンデ・各種利用規
制情報など,リアルタイムな更新によ
る情報提供。

明石

淡路島内の新聞社やテレビ局へ積極的
な情報提供。

隣接施設である淡路夢舞台やウェス
ティンホテル淡路と共同でチラシの制
作,配布。

不明 淡路市観光協会や淡路島観光連盟など
島内の観光関連団体と一体的な広報活
動。テレビ局やラジオ局,新聞社を直
接回るPRキャラバンを合同で実施。

イベント情報や開花情報の随時更新に
加え,写真を多用したイベント紹介や
花情報,ブログによるリアルタイムの
情報提供。

備北

広島合同庁舎記者クラブ,広島県政記
者クラブ,中国地方建設記者クラブ,三
次記者クラブへの同時資料提供による
記者発表。地元の三次記者クラブに対
しては現地説明会を開催。

主要イベントの開催にあわせてチラシ
を作成し,中国地方に掲出,配布。広島
県内主要都市,岡山市内および山口県
岩国市,鳥取県米子市に新聞折込を実
施。

広島の主要FM局と番組タイアップ広報
実施。

広島市中心部および呉駅前の大手デ
パートとの連携で写真展含むPR。JR広
島駅,三次駅構内において花とポス
ターの展示。地元庄原市及び広島市内
での出展参加によるPR。

イベント日程や参加募集,花の開花状
況などの情報をタイムリーに更新し,
常に新しい情報を提供。

まんのう

記者クラブを中心としたマスコミへの
情報提供（年間31回,延べ約900社）。
地方公共団体広報誌の担当者へDMで情
報を提供。

花のイベント時期に合わせた主要新聞
紙へのチラシの折込み（主要イベント
毎に平均約39万部,年間延べ約200万
部）。

西日本放送ラジオにて「まんのう公園
インフォメーション」と題したスポッ
ト放送により,花の開花情報やイベン
ト,利用案内について告知。琴電瓦町
駅構内に電照看板を設置。

不明 視覚に訴えるよう花の時期や大型イベ
ントを中心に写真を多用し,最新の情
報を随時更新。メールマガジンを毎月
1回の頻度で定期的に配信。

海中

福岡市を中心としたテレビ・ラジオ
局,新聞社及び出版社等26社に対する
ＦＡＸによる情報発信。福岡市政及び
福岡県政記者クラブへの記事掲載依頼
の投げ込み。

イベントのポスター・チラシを作成
し,公共施設,主要交通機関,学校・幼
稚園,関係機関,宿泊施設,マスメディ
ア他に配布した。

不明 不明 常に最新の情報を掲載,大型イベント
開催時にはトップページへのバナー掲
載。ブログにおいて年間を通じた開花
情報や動物の森の赤ちゃん等の話題提
供。

吉野ヶ里

県政,佐賀市政,及び鳥栖市政記者クラ
ブをはじめ,各種マスメディア（新聞,
テレビ,ラジオ,雑誌,情報誌等）への
情報提供。地元市町の広報誌への掲載
依頼。

公園の季節毎のイベント情報を掲載し
た情報紙「ひみか通信」を年3回（春
号,夏号・秋号）作成し,佐賀県内の小
中学校および福岡県内の小学校を中心
に児童・生徒相当分を配布。「公園ガ
イドブック」を作成し,九州地区を中
心とした小・中学校や幼稚園等の教育
機関,来園実績のある各都府県の旅行
会社へ配布。

情報誌（じゃらん九州発等）や佐賀県
内のフリーペーパー（fit+α等）への
広告掲載。関西地方まで告知範囲を広
げ,旅行情報誌（じゃらん）への広告
掲載。

福岡市役所前で「佐賀県観光フェア」
,NHK大阪放送局で「発見！佐賀　歴史
体験ひろば」,九州国立博物館で「吉
野ヶ里DAY」の告知活動。佐賀県観光
連盟との連携による首都圏,近畿圏,福
岡都市圏の旅行エージェントへの観光
説明会に参加。首都圏,中部,近畿,福
岡都市圏への旅行会社への訪問説明。
高速道路のSA・PAでの広報宣伝。

ホームページによる情報提供の実施。

施された手法として，テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等のマスコミ

に対する情報発信や取材対応等の「パブリシティ活動」，配布用チ

ラシや掲示用ポスター等を作成し配布する「印刷物の作成と配布」，

新聞・雑誌広告等の「有料広告」，「キャンペーン活動」及びイン

ターネットの公園専用ホームページを用いた「ホームページでの

情報受発信」が確認された。経年変化については，開園が最も早

い（昭和49年度開園）の武蔵を対象に，実施記録のある昭和52
年度から平成 19 年度までの記述を見ると，後述するマスコミ対

応によるパブリシティ活動，チラシ等の印刷物作成と配布，電車

の車内吊による有料広告が中心であり，インターネットでの公園

ホームページ導入以外は，大きな変化がないことが確認された31)。

また，平成21年度における12公園の実施状況を見ると，どの公

園でもパブリシティ活動では地元の記者クラブにリリースする等，

実施内容の差異が小さいことが確認できる（表－1参照）。

（２）人員及び経費

国営公園における広報・広告活動に要する人員については，当

初は利用促進の担当部署である企画係が兼任で実施しており，専

任の部署である広報係に職員が配置されたのは，平成5年度の昭

和，平成9 年度の海中，平成12年度の武蔵の 3公園であった。

また，担当する職員に対する教育では，これまで公園の広報・広

告活動に特化した研修が開催されず，業務を整理したマニュアル

も平成15年度まで作成されなかった等，不十分であった。

表－2 国営公園の広報費（Ｈ19年度）

公園名
開園面積

（ha）
入園者数

(人)
維持管理費

(百万円)
広報費

(百万円)
広報費率

滝野 192.3 624,850 686.0 31.6 4.6%

みちのく 287.5 716,545 532.3 17.8 3.3%

常陸 135.0 1,080,497 755.0 56.8 7.5%

武蔵 304.0 834,823 921.3 26.1 2.8%

昭和 162.5 3,491,591 1,095.0 25.2 2.3%

あづみの 26.9 280,006 397.0 24.5 6.2%

越後 139.6 388,768 476.9 14.0 2.9%

明石 37.2 353,869 464.0 9.7 2.1%

備北 178.8 502,804 617.0 25.0 4.0%

まんのう 153.6 410,005 503.0 28.3 5.6%

海中 249.4 1,811,543 966.0 24.8 2.6%

吉野ヶ里 38.3 636,474 458.0 21.0 4.6%
合計 1,905 11,131,775 7,871.5 304.6
平均 158.8 927,647.9 656.0 25.4

3.9%

平成 19 年度における年間の維持管理費を見ると，最も高い昭

和で1,095百万円，12公園の平均で656百万円であり，平成19
年度における総合公園の平均が 75 万円，広域公園の平均が 252
万円 32)と比べると高額である。広報にかける費用は，維持管理費

で広報宣伝費の中の広報費として予算計上され，支出されている。

国営公園の広報費は年間平均で 25.4 百万円，維持管理費全体の

3.9％である（表－2 参照）。なお，国営公園の維持管理費は平成

19年度以降横ばいもしくは縮減される傾向にあり，広報・広告活

表－1 国営公園の広報・広告活動実績（Ｈ21年度）
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表－3 マスコミ報道・ホームページアクセス件数（Ｈ21年度）

新聞 テレビ
ラジオ・
雑誌・

広報誌等
合計

滝野 76 53 227 356 281 35 367,849

みちのく 66 46 216 328 328 16 470,036

常陸 280 136 760 1,176 285 44 915,202

武蔵 88 129 851 1,068 718 31 845,852

昭和 237 294 725 1,256 1,256 33 2,240,819

あづみの 757 83 509 1,349 341 131 569,735

越後 74 318 279 671 326 45 226,761

明石 154 39 214 407 331 19 195,304

備北 109 67 303 479 151 19 391,783

まんのう 133 23 118 274 39 24 415,679

海中 263 92 277 632 642 44 536,585

吉野ヶ里 298 77 98 473 500 23 2,387,760
合計 2,535 1,357 4,577 8,469 5,198 464 464.0
平均 211.3 113.1 381.4 705.8 433.2 38.7 796,947

ホーム
ページ
アクセス

件数

公園名
取材
件数

投込
件数

報道件数

動費も低く抑えられていた31)。

（３）各手法の実施状況

（ⅰ）パブリシティ活動

パブリシティ活動には，記者発表，取材対応，内覧会の開催等

が含まれている。記者発表では，新規開園や新規施設，行催事(イ

ベント)の開催，植物の開花や動物の生態等の公園内で自然や季節

を感じられる事象等について，記者発表用資料にまとめ，マスコ

ミ（おもに新聞社，放送局の記者）に向けた投げ込み（リリース）

を行っている。取材対応では，記者発表を受けてもしくは昨年度

の実績をもとに，記者が公園へ訪問，電話やメール等での質問等

の取材活動に対する対応を行っている。内覧会では，新規開園や

行催事の開催等に合わせて，事前にマスコミのみを招いて，実施

内容の説明会や現地での写真撮影等を行っている。本活動による

結果（アウトプット）は，マスコミによる取材及び各媒体による

報道であり，それぞれの件数が集計されている（表－3参照）。な

お，各媒体での報道とは，テレビでは情報番組での紹介，天気予

報の背景に使用，ニューススポット紹介，スタッフの出演等，ラ

ジオでは情報番組での紹介，電話での出演等，紙媒体では新聞・

雑誌・広報誌での記事掲載である。一般に新聞等への記事掲載は，

「印刷物の作成・配布」と比較して発行部数も多く，配布先も広

範に及ぶことが特徴である。また，一般的に新聞等の記事は購読

者から信頼性が高い情報と認識されている。国営公園の管理の中

では，長年にわたりパブリシティ活動を実施してきた結果，公園

ごとにマスコミとの人的なネットワークが構築されている。

（ⅱ）印刷物の作成と配布

国営公園の広報・広告活動で作成される印刷物は，公園案内マ

ップ（パンフレット），公園情報紙，行催事案内チラシ・ポスター，

団体利用案内の冊子等であった。印刷物に掲載される情報内容と

して，公園案内マップでは公園案内と施設案内であり，具体的に

は公園の案内図面，利用案内，施設案内，アクセス情報，利用受

付案内，市民参加活動等の紹介，禁止事項等の伝達，緊急案内等

であった。おもに園内に配置され，公園利用者に配布されている。

公園情報紙は，公園案内マップや行催事案内チラシと兼ねている

場合が多く，武蔵ではホームページが普及するにつれて発行をや

めていた 31)。行催事案内チラシでは，公園行催事案内，利用プロ

グラム案内，公園の花修景案内，公園の見所案内等がある。また，

公園案内もしくは周辺観光，行催事案内を目的としたポスターは

チラシとセットで作成されることが多く，文字情報を少なくして

写真やイラストを中心としたデザインになっている。その他，特

定の目的を持つ印刷物としては，みちのく，常陸，吉野ヶ里で周

辺地域との連携事業で使用されるパンフレット等，滝野，海中で

外国人利用者向けの公園案内マップの作成があった。これらの印

表－4 国営公園の印刷物作成実績（Ｈ20年度）
公園名 媒体 項目 内容

公園案内
公園案内,外国語版公園案内(英語・台
湾・韓国・中国),フラワーガイド

295,000 部

公園情報紙 「すずらんメール」(年4回) 6,300,000 部

チラシ 行催事案内
絵日記コンテスト,歩くスキー大会,折込
チラシ（年5回）

2,082,855 枚

公園案内 公園案内（北地区,南地区） 130,000 部

地域連携 「ピクシス」（年4回） 33,000 部

チラシ 行催事案内
花のフェスティバル,ポピーまつり,コスモ
スまつり,杜人音楽祭,かまくらまつり

1,720,000 枚

ポスター 行催事案内 行催事（年5回）,カレンダー 7,100 枚

公園案内

公式ガイドマップ,ひたちなか自然の森
パンフレット,レストラン＆売店のご案内,
公園大百科,花紀行パンフレット,スイゼ
ンガーデンマップ

544,000 部

公園情報紙 「そよかぜ通信」（年5回） 1,795,000 部

地域連携 「ひたち花海道」（年3回） 3,000,000 部

チラシ 行催事案内

ネモフィラハーモニー,コキアde moco
フェスタ,スイセンファンタジー,ファミリー
ウォーク,コンテナガーデンコンテスト,ク
イズラリー

223,800 枚

ポスター 行催事案内

もえぎフェスタ,やまゆり浪漫街道,昆虫
フェスタ,メイプルフェスタ,紅葉見ナイト,
早春フェスタ（車内吊,関連施設,園内）

16,550 枚

パンフレット 公園案内 園内マップ 260,000 部

チラシ 行催事案内
GW,やまゆり浪漫街道,昆虫フェスタ,メ
イプルフェスタ,紅葉見ナイト,早春フェス
タ

3,890,000 枚

ポスター 行催事案内

サマーフェスティバル（4種）,コスモスま
つり,ウィンタービスタイルミネーション,立
川トライアングルイルミネーション,フラ
ワーフェスティバル2009

6,535 枚

パンフレット 公園案内
季節の玉手箱（春,秋）,チューリップガイ
ドブック

48,000 部

チラシ 行催事案内

サマーフェスティバル（2種）,コスモスま
つり,ウィンタービスタイルミネーション,立
川トライアングルイルミネーション,フラ
ワーフェスティバル

1,895,000 枚

行催事案内
あづみの公園早春賦音楽祭,あづみの
楽校,あづみのウォーク,森の光物語

2,300 枚

公園案内 大町・松川地区開園告知（2種） 2,600 枚

行催事案内

早春賦音楽祭（2種）,あづみの楽校（春,
夏）,安曇野コスモス花フェスタ,あづみ
のサイクリング,あづみのウォーク,リレー
マラソン,森の光物語,遊びの広場,あづ
みのの節句,アート・フラワー・フェスタ,イ
ベントスケジュール

1,614,700 枚

公園案内 大町・松川地区開園告知（2種） 50,200 枚

パンフレット 行催事案内 早春賦音楽祭,リレーマラソン 2,370 部

ポスター 行催事案内
チューリップまつり,香りのばらまつり（春,
秋）,サマーナイトプレゼンツ,コスモスま
つり,ホワイトシーズン

2,850 枚

パンフレット 公園案内 ガイドマップ 60,000 部

チラシ 行催事案内

チューリップまつり,香りのばらまつり（春,
秋）,サマーナイトプレゼンツ,コスモスま
つり,ホワイトシーズン,クリスマスローズ
フェスタ,雪割草まつり

1,107,000 部

ポスター 行催事案内 カレンダー,淡路市夏まつりポスター 3,650 枚

パンフレット 公園案内
公園マップ,チューリップガイド,夢舞台
ガイドマップ

160,000 部

チラシ 行催事案内
淡路市夏まつり,淡路花祭,淡路の秋ま
つり,淡路花祭2008春イベント,チュー
リップアイランドパーティ（2種）

745,000 枚

ポスター 行催事案内
春まつり,夏まつり,秋まつり,ウインターイ
ルミネーション,スイセンファンタジー 1,000 枚

パンフレット 公園案内 公園案内リーフレット 140,000 部

チラシ 行催事案内
春まつり,夏まつり,秋まつり,ウインターイ
ルミネーション,スイセンファンタジー,四
季の写真コンテスト

2,434,000 枚

パンフレット 公園案内
ご利用案内リーフレット,自然生態園
ニュースレターかわら版（年4号）

210,000 部

チラシ 行催事案内

春らんまんフェスタ,サマーフェスタ,コス
モスフェスタ,秋まつり,ウィンターファンタ
ジー,リレーマラソン募集要項,早春フラ
ワーフェスタ＆スイセンコレクション

3,040,000 枚

ポスター 行催事案内 フラワーピクニック（2種） 1,150 枚

パンフレット 公園案内
動物の森アニマルＱ,公園ガイドマップ
（日本語,外国語）,オフィシャルガイド

263,000 部

チラシ 行催事案内

フラワーピクニック（3種）,環境フェスタin
うみなか,うみなかＩＮサマー,オータム
フェスタチラシ,おやこフェスタ,うみなか
クリスマス・キャンドルナイト,クリスマス
ローズ展,ラクビークリニック,ふくこい祭り
inうみなか

2,941,000 部

行催事案内 GWイベント,秋イベント,こどもまつり,PR 1,520 枚

地域連携 神埼市観光連携（2種） 972 枚

公園案内

探検マップ,吉野ヶ里ガイドブック,吉
野ヶ里歴史公園リーフレット,吉野ヶ里歴
史公園園内マップ,北墳丘墓リーフレット

1,315,000 部

地域連携 吉野ヶ里観光マップ 10,000 部

公園情報紙 「ひみか通信」（年4回） 2,400,000 部

チラシ 行催事案内
篝火花の世界展,お正月イベント,こども
まつり,キャンペーン用（2種）

96,200 部

明石

滝野

みちのく

常陸

武蔵

備北

部数

ポスター

パンフレット

パンフレット

パンフレット

チラシ

昭和

あづみの

越後

まんのう

海中

吉野ヶ里

ポスター

パンフレット
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刷物の実施結果は，作成内容や部数等が記録されている（表－4
参照）。平成20年度の実績を見ると，行催事案内チラシが10公
園で最も多く作成されていた。印刷物の配布は，公園案内マップ

が上記の園内配布に加えて地元の関係機関への直接送付（ダイレ

クトメール）等により行われ，行催事案内チラシは，おもにマス

コミ，旅行会社等へのダイレクトメール郵送や公園周辺住民への

新聞折込により行われている。チラシの配布に際しては，誘致目

的とする利用者の対象や地域を設定した上で，計画的に行ってい

る。ポスターの配布は，園内や関係機関へ配布して掲出を依頼す

る場合と，電車の車内吊等の掲出場所を有料で借りる場合がある。

（ⅲ）有料広告

国営公園での有料広告は，これまでにテレビ・ラジオのコマー

シャル，新聞・雑誌等の掲載広告，車内吊りや看板等の掲出広告

等が実施されていた。平成 21 年度では，従来から実施している

武蔵の車内吊広告，観光利用の誘致を強化している吉野ヶ里での

雑誌への広告掲載の実施が確認できる。特に経費の面から国営公

園での実施は限られており，過去には有料施設であるプールやオ

ートキャンプ場の宣伝や，春や秋の開花に合わせて実施される大

規模行催事の告知を目的した有料広告があった程度である。経費

が比較的安価である雑誌・ミニコミ誌等の紙媒体への広告出稿に

比べて，電波媒体を使ったスポットコマーシャルは費用が高額で

あり，プールオープン時の広告での武蔵（昭和63年度），行催事

の広告での備北（平成12，13年度）等しか事例は見られない31)。

テレビ・ラジオのコマーシャルや新聞・雑誌等の掲載広告の実施

結果は，パブリシティ活動と同様に放送及び紙媒体からの掲載で

あり，報道件数の中に含めて集計される場合もある。

（ⅳ）キャンペーン活動

キャンペーン活動は，単独もしくは公園周辺の地域と連携しな

がら，共通するテーマの印刷物・看板への掲示・掲出や出前によ

る集中的な告知活動を行う手法である。地域の観光部局や企業か

らの協賛金による印刷物作成，駅前等の繁華街におけるチラシ配

布等が該当する。平成 21 年度の実績を整理する上では，公園単

独で，学校団体や旅行代理店等へ直接訪問する営業活動やセール

ス活動もこれに含むものとした。観光誘致を目的としたキャンペ

ーン活動は，公園が郊外に位置するあづみの，備北，まんのう，

吉野ヶ里では開園当初から実施されていたが，都市部の昭和，海

中では実施されなかった。平成 21 年度の実績では，常陸での地

域との連携による印刷物作成と観光キャンペーン，吉野ヶ里での

旅行エージェントへの観光説明会参加等が代表的である。

（ⅴ）ホームページでの情報受発信

国営公園の管理運営における 38 年間の広報・広告活動のなか

で，手法に大きな変化が見られるのは，ホームページによる情報

受発信の導入である。わが国におけるインターネットは，

Windows95が発売された1995（平成7）年以降に普及が進み，

国営公園の広報・広告でホームページ（Webページ）が作成され

利用され始めたのは，海中の公園ホームページの開始が平成9年

であると記録があることから31)，他の公園も同時期であったと推

察される。当初は公園を管理する国の地方整備局が運営するペー

ジの下に，公園の紹介ページを入れたことから始まり，情報更新

が国を通して行われていた。近年は，管理受託者である公園財団

が独自のページを作成する等，更新が迅速にできる方向に移行し

ていった。ホームページによって発信する情報は，公園利用マッ

プ，行催事案内チラシ等の印刷物に掲載されている内容を網羅し

ている。利用者への直接的な情報発信として，昭和，まんのうで

は定期的にメールマガジンが送付されていた。また，問合せや要

望等の受け付け，スタッフによるブログ，電子掲示板等，利用者

からの情報受信機能をもったページも見られた。なお，電子情報

によるネットワークの分野は，パーソナルコンピュータ（PC）及

び関連する通信技術の発達，携帯電話・スマートフォンや SNS
（Social Networking Service）の出現等，ハード・ソフト含めて

技術の進化や消費者へ普及する速度が早いため，今後も新たなメ

ディアが出現する可能性がある。ホームページによる情報受発信

の実施結果は，ホームページのアクセス件数である（表－3参照）。

（４）広報と広告の区分

前章で整理した広報活動と広告活動の概念をもとに，国営公園

の広報・広告活動を整理すると，他の分野と同様に広報と広告が

区分されていないことが確認された。例えば，印刷物の作成と配

布において，チラシやポスターは不特定多数に有料で情報を伝え

る広告活動を主な目的としているが，公園機関紙や公園案内マッ

プは公園の関係者（ステークホルダー）とのコミュニケーション

ツールとする広報活動を主な目的としながら，キャンペーン活動

時での配布等，広告活動にも活用されている。また，パブリシテ

ィ活動はもともと双方向的なコミュニケーションの広報活動であ

るが，記事掲載やテレビ放映による報道を不特定多数へ告知でき

る無料広告と考え，広告活動として捉える傾向も見られる。これ

は，広告予算が少ないため，広報活動で広告活動の一部を代替し

ていると指摘されたミュージアム分野の課題17) 21)と同様である。

５.国営公園の広報・広告活動に関する考察

（１）広報活動と広告活動の区分

一般的な広報と広告の区分をもとに国営公園における広報・広

告活動をみると，広報の目的は「公園の事業目的や意義に対して

賛同や理解を得るために広く周知させること」であり，広告の目

的は「公園に対する好ましい印象を与え，人々への興味を促進さ

せることにより，実際に足を運んでもらうこと」と整理されるこ

とから，広報の成果は「認知度・理解度の向上」，広告の成果は「利

用者数の増加」と設定することができる。一方，国営公園で実施

されてきた広報・広告活動をみると，両者の区分は不明確であっ

た。今後，両者の目的と成果を意識的に区分して実施することに

より，効果的・効率的な活動を行うことが可能となり，結果とし

て，認知度・理解度の向上や，利用者数増に結び付けられる可能

性があると考えられる。

（２）効果測定・評価手法

国営公園のみならず，一般的に広報・広告活動の効果測定が困

難なことは，第3章で述べた通りであるが，目標達成の確認や今

後の改善のために，基準の設定や事業を評価する手法が必要であ

る。国営公園における広報・広告活動の実態では，直接的な結果

（産出結果，アウトプット）として，報道件数，取材件数，ホー

ムページの閲覧件数が達成すべき数値目標となっていた（表－3
参照）。しかし，前節で整理した通り，公園に対する認知度・理解

度や公園利用者数が，広報及び広告の実施成果であるアウトカム

の指標となる。そのため，今後はこれらのアウトカム指標を計測

するための手法確立が求められるだろう。特に広告では，「行動」

である公園利用に至るまでの中途段階の成果を示す内容（何を）

や数量（どれだけ）について，把握し計測する手法の検討が必要

であると考えられる。なぜなら，広告の成果は入園者数の増加で

あるが，入園者数の増加要因には広告以外にも様々な要因が考え

られ，広告のアウトカム指標を直接「入園者数の増加」と設定す

るには課題があり，マクガイアのモデルでは，入園者数の増加（行

動）に至るまでには，関心・理解・受容・記憶等の様々な段階が

あることが示されていることから，広告の評価手法として，それ

ぞれの段階に応じた手法を検討することが考えられるからである。

（３）情報発信の方法

（ⅰ）パブリシティ活動

国営公園では広報・広告活動において5つの手法が実施されて

いたが，なかでも，広報活動の中心となるパブリシティ活動は，
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重点的に活用すべき手法であると考えられる。何故なら，発行部

数の多さや配布先が広範囲であるによる情報伝達効果が高いこと，

費用が軽微で広告効果も期待できること，発信された情報の信頼

性が高いと認識されていること，管理する上で人的なネットワー

クや技術的なノウハウが確立されている等，多くの効用が見られ

るからである。

（ⅱ）クチコミ効果への対応

「知人からの紹介」の比率が高い滝野の結果29)や，ミュージア

ム分野での研究 17)でも見られるように，認知や来訪の契機として，

人（知人）を媒介として情報が伝達される「クチコミ」に着目す

べきである。近年は，国営公園の広報・広告活動費は低く抑えら

れていることもあり，経費が軽微であるクチコミ効果の重要性が

相対的に増していると考えられる。しかし，クチコミは情報伝達

の過程で発生するものであり，公園側が情報発信で直接的に関与

することは困難である。そのため，公園利用者に対する満足度を

向上させ，公園に対する良いイメージを持ち帰り，利用者の知人

に伝えてもらうことにより，間接的にクチコミを誘発させること

が重要であると考えられる。また，より積極的な手法として，発

言力のあるオピニオンリーダーやブログの実施者（ブロガー）へ

ピンポイントで情報発信を行うことも効果があると考えられる。

（４）効率的・効果的な広報・広告活動に向けた管理運営体制

（ⅰ）必要経費のバランス

入園料収入を徴収する有料公園では，より高い水準のサービス

を提供することを前提としているため，無料公園と比較して多く

の維持管理費が必要となる。故に，広報・広告活動についても，

専門とする部署の広報係が設けられる等の高水準でのサービス提

供が求められた。また，国が設置・管理する公園として，整備・

管理とも他の都市公園のモデルとなることを目指しており，テレ

ビコマーシャルを使用しての有料広告や，地域連携による観光キ

ャンペーン活動等の手法も試験的に導入してきたことが，これま

での実態である。しかし，今後はより経費を抑えたなかで，管理

の質を向上させることが求められる。また，市場化テスト等での

競争による管理受託者の公募が始まっており，経年的な国営公園

の管理費全体について，縮減が避けられない状況である。故に，

今後は目的に応じて5つの手法を最適なバランスで構成させるこ

とや，情報を受信する対象を地域や世代ごとで詳細に設定する等，

必要経費を節約しながら，効率的な広報・広告活動を実施すべき

だと考えられる。

（ⅱ）専門職員の育成

効果的な広報・広告活動を実施するには高度な専門性が求めら

れる。しかし，国営公園では専属の部署を持つ公園が少なく，こ

れまで担当した職員数も限定されたため，業務に関する知識やノ

ウハウが他の職員と共有化されにくかったこと，担当者個人や当

該公園内での手法にとどまり，共通した専門的な教育訓練の方針

等が不明確なままであったことが，課題だと考えられる。それら

の課題を解決するためには，管理実績をもとにした知識やノウハ

ウを共有できる新たなマニュアルの作成や，定期的に広報・広告

活動を学ぶことのできる教育体制の構築が必要である。また，公

園分野では研究や発表の事例が少ない現状を鑑み，企業・自治体・

ミュージアム等の他の分野の実践事例やノウハウについて，文

献・講習会等を通じて情報収集することも，専門的な学習に効果

的だと考えられる。

６．まとめ

本研究では，広報・広告活動における各分野の研究成果を参照

しつつ，国営公園で実施された広報・広告活動の歴史的な経緯や

実態を分析・考察し，課題について検討した。国営公園の広報・

広告活動の実態では，パブリシティ活動，印刷物の作成と配布，

有料広告，キャンペーン活動及びホームページでの情報受発信の

5 つの手法が実施され，専任職員の配置や育成体制が不十分であ

り，維持管理費全体の平均 3.9％を占め，広報と広告が区分され

ていないことが明らかとなった。また，国営公園の広報・広告活

動における今後の課題として，広報活動と広告活動の目的と成果

を区分した上での業務実施，公園利用に至る段階に応じた広告の

効果測定・評価手法の検討，マスコミ等のパブリシティの活用や

クチコミ効果への対応など情報発信の選択方法，必要経費とのバ

ランスや専門職員の育成等による効率的・効果的な広報・広告活

動に向けた管理運営体制の検討が必要であることが明らかになっ

た。本研究により明らかになった国営公園における実態と課題を

もとに，利用者へ対する情報提供やコミュニケーションとしての

効果的・効率的な広報・広告活動の実施手法を確立し，多くの都

市公園で応用・活用されることが期待される。
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